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1. 研究背景・問題意識

▼研究背景
・「現代用語の基礎知識選2021 ユーキャン新語・流行語大賞」で
『Z世代』がトップ10入り。

・世界人口の32％を占め、総人口に占める割合が低い日本でも今後
の消費や文化の牽引役としてZ世代が注目されている。

▼問題意識
・Z世代＝1996～2010年生まれ（現在12～26歳）と定義されるがＺ世代の
当事者には、その定義に違和感を覚える者も…

・「Z世代」（と「次の世代」）の持つ消費や購買も、他の世代とは
選択理由を重視する、異なる一面を持つ傾向がある。
また、Z世代のその「次の世代」、その存在や価値観について注目。

・デジタルネイティブであるZ世代のSNS利用は、社会にも影響を与え、そ
の存在感も強まることが予想される。

・そしてその『次の世代』とZ世代より上の世代の間では価値観が大きく異
なり、Z世代が今後社会の中で「つなぎ役」として重要な役割を担うかも
しれない。
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2. 研究目的

・「Z世代」の定義を明確にし、Z世代が考える
自分たち独自の価値観を明確にし、Z世代の「次
の世代」の特徴を明らかにすること。

・「Z世代」（と「次の世代」）のSNSの活用状況、
エンタメへの関心事の傾向を分析し、「Z世代」
（と「次の世代」）の価値観や行動特性を明らか
にし、消費の未来にどんな変化をもたらすかの
示唆を得る。
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3. 研究内容

・Z世代（その次の世代）のSNSの活用やエンタメ
の趣向から見る消費や購買、ファン化する行動へ
の影響、今後のSNSに期待される 事項と、課題
は何か？

・社会や各業界における消費をどのように変えてい
くと予想されるのか。（すでに変革が起きつつあ
る消費はどのようなことがあるのか）

・Z世代に求められる世代間の役割。
・Z世代の次の世代が「Z世代」の定義で違和感を
覚える要素は何か。

・各世代による価値観の違い（仕事観、考え方、
エンタメの好みetc.）。
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4.Who are youの視点 ⇒自分たちは何者か
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5.自分史づくり
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6.活動内容(1)

Z世代の全体像

技術調査班消費班 社会調査班
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6.活動内容(2)
・何をする（動詞）のが好きなのかを明らかに

し、消費という新たな方面から自分を見つめ、
世代間の消費の動向が明らかとなった。

・現在、世代間で消費行動の違いが生じる理由
について、各世代・年代のヒット商品を参考
に調査中。

消費班

• 両学部で座談会を行い、社会意識について乖離
があることが分かった。

• 現在、Z世代を軸に世代ごとに社会意識や社会と
の関りにおいて違いが生じる理由について調査
中。

社会班

・世代間のコミュニティ形成の違いにおいて、
技術的影響(ゲームやネット)が無視できない
事が明らかとなった。

・技術の発展が価値観・コミュニティ形成にど
れほど影響するのかを調査中。

技術班
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7.今後の計画

・Z世代が持つZ世代に対しての価値
観、Ｚ世代の動向から今後どのような
消費行動に移っていくのかを各班共通
のアンケート調査から深堀りしてい
く。

消費班

・Z世代の価値観、Z世代特有の価値観
が何かを共通のアンケート調査から読
み解き、深堀りしていく。

社会班

・更新され続ける技術がZ世代の自己形
成・コミュニティ形成にどのような影
響を与えるのか、インターネット行動
尺度アンケートなどを用いて調査する。

技術班
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8.フィールドワーク＆ヒアリング調査先

フィールドワーク

・主体のNPO・学生団体等

アンケート調査

・Z世代を対象にした価値観・コミュニティ形成

や、社会意識等についてのアンケート

ヒアリング調査

・企業のマーケティング担当、若者活動家、エン

ターテイメント企業、Z世代総研、化粧品企
業、

市区町村議員及び首長等 11
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